
1面： 読んでみて！文学賞受賞作
2面： 鈴木のりたけさんが中央図書館にやってきた！

この人を読む ― 平 清盛 ―
折込：図書館の休館日・催し物一覧（１～３月）
3面： 学校図書館支援ってなあに？ その⑤
4面： 世の中を読むための本
　　　予約ランキングベスト５

＊「かけはし」
今号の内容＊
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　昨年１年間に発表された、国内のさまざまな文学賞。受賞作品の題名を聞けば、「読んだ！」「知ってる」

という人も多いと思います。数え上げれば切りがないので、いくつかピックアップしてみました。そして、今年

発売予定の受賞作品や、気になる文学賞もご紹介いたします。

『そこへ行くな』　　　　　 井上荒野／著　集英社 第6回中央公論文芸賞受賞

『地のはてから　上・下』　 乃南アサ／著　講談社 第6回中央公論文芸賞受賞

『白樫の樹の下で』　　　　 青山文平／著　文藝春秋 第18回松本清張賞受賞

『クリスタル・ヴァリーに降りそそぐ灰』 今村友紀／著　河出書房新社 第48回文藝賞受賞

『黒猫の遊歩あるいは美学講義』 森　晶磨／著　早川書房 第1回アガサ・クリスティー賞受賞

　アガサ・クリスティー賞は、早川書房が2010年に創設したミステリー小説の新人賞です。ミステリーが

好きな方におすすめいたします。

第10回このミステリーがすごい！大賞の受賞作が、１月に発行される

予定です。

『懲戒弁護士』　法坂一広／著　宝島社

みなさまの予約・リクエストをお待ちしております。

小学生作家デビュー!?　【12歳の文学賞】のご紹介

小学館が創設した、応募締め切り時に満12歳以下の小学生であることが

条件の文学賞。小説部門とはがき小説部門の2部門があり、上位受賞作は

『12歳の文学』　小学館　（現在 第5集 まで刊行）に掲載されます。

「私だって！」とチャレンジするもよし、読んで文章力に唸るもよし！

今年も皆様のご多幸をお祈り申し上げるとともに、
皆さまのご来館を心よりお待ちしております。

足立区立図書館職員一同



大人気絵本「しごとば」シリーズの作家

鈴木のりたけさんが中央図書館にやってきた！
新幹線運転士経由、絵本作家行き。

　平成23年10月23日、絵本「しごとば」シリーズで

みなさんに大人気の絵本作家・鈴木のりたけさんをお呼びして、

楽しいイベントを行いました。当日は、100名以上の方々がご参加くださいましたが、

そのうち半分は大人の方でした！お父さん、お母さんにも大人気の鈴木のりたけさん

です。

　中央図書館長のあいさつの後、みんなで声をそろえて、「のりたけさーーん！」と

呼ぶと、登場したのは運転士姿ののりたけさん！

みんなびっくりしました。

　のりたけさんが考えた「新幹線絵かき歌」。「アルプスいちまんじゃく」

の歌にのせて、みんなでいっしょに新幹線を描きました。子どもたちが

一生懸命描いている横で、お母さんも一生懸命に・・・。迫力満点の

新幹線が描けました！

　最後に「絵本でつたわること」のおはなし。「しごとをする大人って、なにやら

楽しそう」「しごとって大人が本気でやってるな」というワクワク感を伝えたいという

のりたけさん。「しごとば」の絵本にはそんなワクワクがつまっているから、みんなに

人気なのですね。現在は、東京スカイツリーの本を製作中とのこと。楽しみですね。

たくさんのみなさんにご参加いただき、ありがとうございました。

この人を読む　―平清盛―
　今年の大河ドラマの主人公は、平清盛ですね。人となりについては評価が分かれている人物ですが、
華々しく波乱に満ちた人生はとても魅力的！　その繁栄と没落は、平家物語として後世にまで語り継がれて
きました。冒頭部分は、あまりにも有名ですね。
　平家物語を下敷きとして、現代版としてより読みやすく、わかりやすい文学作品がたくさん生み出されて
います。その中のいくつかをご紹介しましょう。ドラマを観る前に、ぜひどうぞ！

『新・平家物語』（全16巻） 吉川　英治／著　講談社
『平家物語』（全6巻） 森村　誠一／著　小学館
『宮尾本平家物語』（全4巻） 宮尾登美子／著　朝日新聞社

『波のかたみ』
永井路子／著　中央公論社

これは、清盛の妻、時子の視線から描かれている、ユニークな作品です。
特に、清盛亡き後の時子の活躍がすばらしく、壇ノ浦でのせつない最期
までを一気に読める１冊です。

こちらの作品は、言わずと知れた平家物語
の名著です。巻数が多いので、手に取り
にくいかもしれませんが、読破した時には
達成感が味わえるはず。平家の栄枯盛衰を
たどることができます。

みんな真剣です！

 Noritake Suzuki

運転士姿の鈴木のりたけさん

 Noritake Suzuki



図書館の仕事を紹介する「あなたの知らない図書館のお仕事」の5回目です

　中央図書館では、図書館の司書が区内の小中学校を巡回訪問し、魅力的な学校図書館づくりに向けて
アドバイスや支援を行っています。今回は、足立区のがんばっている学校図書館を紹介します。

　今年度、足立区では生徒の学習推進および学校図書館機能の
充実を図るため、区立中学校の全校に学校図書館支援員が配置
されました。中学校の学校図書館に、学校図書館支援員がいる
ことで、昼休みや放課後に利用する生徒が増えてきています。
　この日訪問した第一中学校は、学校の中心に学校図書館が
あり、生徒が気軽に立ち寄って気になる本をチェックしたり、
調べ物に活用したりしているそうです。また、今年度からＮＩＥ
実践指定校になって新聞を教材として活用するため、図書館で
毎日の新聞が閲覧できるようになっています。

→ちょうど読書週間ということもあり、
昼休みは大勢の生徒で賑わっていました。
読書週間の企画は「読書スタンプ
ラリー」と「POPコンテスト」。ラリーの
用紙を片手に本を選ぶ生徒や、他の生徒が
書いた力作のPOPをじっくり見る姿が
目立ちました。景品の手作りしおりや
オリジナルのブックカバーもとても素敵
です。

　←入口のカウンター脇には、学校図書館に置いてほしい本を記入できる
リクエストコーナーがあり、生徒が書いたカード１枚１枚に学校図書館
支援員からのコメントが添えられていました。

　学校図書館を活性化するこのような企画や掲示は、学校
図書館支援員のアイデアによるもの。校内で教室と教室をただ
移動するだけではなく、生徒たちの“もう一つの居場所としての
「学校図書館」”を目指して、学校側の理解と協力のもと積み
重ねてきた結果、生徒の利用や貸出数も年々増加しています。
学校全体で朝読書が定着しているため、学校図書館の図書を
各学級に貸し出す取り組みを今年から始め、本がより身近に
感じられるようになったそうです。

“本と人”が学校図書館に欠かせないということを実感した
例でした。

学校図書館支援ってなあに？その⑤

中学生の興味をひく図書が充実した新刊本コーナー

景品のオリジナルブックカバー読書週間の企画。読書スタンプラリーとPOPコンテスト

リクエストコーナーと、そのお返事。生徒と学校図書館を
つなぐコミュニケーションのひとつにもなりますね。



中央図書館では一般書の＜予約ベスト 30＞を、館内 2階に毎月掲示しています。足立区で人気のある
本はいったい何でしょうか？
こちらには予約待ち期間の目安を記載していますので、気になる方はぜひご覧ください。

『謎解きはディナーのあとで2 』が刊行されました！続き物のおはなしではないので、2を先に読んでしまうのは
いかがでしょう？　予約2位と5位の『境遇』ですが、所蔵冊数の少ないほうが（絵本付特別版）です。
これから予約される方は、目安にしてみてください。

（2011年11月16日現在）

順 位 一 般 書 名 著　者 順 位 児 童 書 名 著　者

1 謎解きはディナーのあとで 2 東川　篤哉 1
かいけつゾロリの

原　ゆたか　はちゃめちゃテレビ局

2 境遇 湊　かなえ 2 わがまま姫と魔法のバラ あんびる やすこ

3 舟を編む 三浦　しをん 3 悪い本　（怪談えほん） 宮部　みゆき

4 橋の上（居眠り磐音江戸双紙） 佐伯　泰英 4
かいけつゾロリのだ・だ・だ・

原　ゆたか　だいぼうけん ! 　後編

5 境遇（絵本付特別版） 湊　かなえ 5 ぐりとぐらのおきゃくさま 中川　李枝子

図書館員が選ぶ

今だから読んでおきたい防災・節電の本
　昨年は、東日本大震災という未曾有の大惨事が日本をおそいました。被害を受けられた方々には、心よりお見舞い
申し上げますとともに、一日も早い復興をお祈り申し上げます。
　図書館におきましても、利用者の皆様には震災直後の一部休館、また、その後も長期にわたる節電にご協力いた
だき、ありがとうございます。現在、足立区立図書館は、全館で通常開館しておりますが、引き続き館内の空調や
一部の照明などの節電について、ご理解とご協力をお願いいたします。
　新しい年をむかえましたが、震災によって私たちの意識や考え方も、これまでと大いに変わった部分があるので
はないでしょうか。それは「防災」と「節電」。
　今回は、あらためて　今だから読んでおきたい防災・節電に関する本　を紹介します。

(←)災害は “いつか起こること”ではなく“いつでも起こりうること”

『親子のための地震イツモノート』　地震イツモプロジェクト／編　ポプラ社

阪神・淡路大震災の経験から生まれた新しい防災の知恵と工夫。『地震イツモノート』の親子版。

震災後、電力不足とエネルギー危機に直面した日本(→)

『節電社会のつくり方　スマートパワーが日本を救う！』加藤敏春／著　角川書店

中長期的なエネルギー政策、“一億総発電所”－。「エコポイント提唱者」が提案す

るエネルギーの未来。

(←)エネルギーや環境について考えたいときに

『あなたが世界を変える日』　

　　　　セヴァン・カリス＝スズキ／著　ナマケモノ倶楽部／編・訳　学陽書房

1992年、国連の地球環境サミットで12歳の少女が行なったリオの伝説の

スピーチ。


